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審判名

背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ

ﾌｧｳﾙ 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ

ﾌｧｳﾙ

4 16 3 10 3 1 4 15 0 14 1 1

5 4 0 2 2 5 5 6 0 6 0 4

6 4 0 4 0 3 6 14 0 10 4 0

7 14 0 14 0 1 7 7 3 4 0 3

8 3 3 0 0 0 8 0 0 0 0 0

9 4 0 2 2 3 9 DNP

10 DNP 10 1 0 0 1 0

11 DNP 11 DNP

12 DNP 12 7 0 6 1 4

13 DNP 13 DNP

14 DNP 14 DNP

15 DNP 15 DNP

16 DNP 16 DNP

17 17 DNP

18 DNP 18 DNP

45 6 32 7 13 50 3 40 7 12

戦　　評

決勝記録戦評用紙

第33回 西日本中学生バスケットボール交歓大会

岡山市総合文化体育館 　（　Ａ　）コート

Ｕ２

合　　　計 合　　　計

１Ｑ　東陽はセカンドチャンスからの先制点。負けじと城東もオフェンスリバウンドから初得点を挙げる。城東④の個人技、⑥のスティールから速攻など
で、出だし４分で７－４と城東がリードする。東陽も、２対２の合わせや、ディフェンスからの速攻で反撃し、１０－７と逆転する。その後も東陽④の１対１、
⑫のゴール下のシュートなどで、１５－８と東陽リードで１Ｑが終了する。
２Ｑ　城東は出だしに⑥のジャンプシュート、⑨のドライブでペースをつかもうとする。東陽も厳しいディフェンスから、⑥、④のドライブで対抗する。互いに
ディフェンスを頑張り、点数が伸びない。ここで東陽⑦の３Ｐシュートが決まり、残り２分で２３－１４と、東陽のリードが続く。その後、城東④がドライブを決
めるが、あとが続かない。終了間際、逆に東陽④の個人技が決まり、２５－１６と東陽の９点リードで前半が終了する。
３Ｑ　開始直後、東陽は⑤のゴール下のシュート、⑦のジャンプシュートでリズムをつかもうとする。対する城東は、果敢にオフェンスリバウンドに飛び込
み、セカンドチャンスをものにして、食らいついていく。しかし、なかなか得点に結びつかず、逆に東陽④のジャンプシュートが決まり、３６－２１となったと
ころで、城東がタイムアウト。そこから城東は、⑤のドライブなどで追いつこうとするも、東陽の速攻や⑫のリバウンドシュートが決まり４４－２４と、東陽２
０点のリードで３Ｑ終了。
４Ｑ　城東⑦のインサイドのシュートで４Ｑがスタート。すぐに東陽も④の個人技で返す。ここで城東は④を投入し、巻き返しを図る。④はオフェンスリバウ
ンドからのバスケットカウントなど、これまで同様ルーズボールへの高い意欲を見せる。そして⑦のゴール下のシュート、④の３Ｐシュートで、残り３分、３５
－４７の１２点差まで詰め寄った。たまらず東陽がタイムアウトをとる。その後も、城東⑥の３Ｐシュートなどで点差を縮めるも、東陽④を中心に冷静に
ボールを支配し、５０－４５でタイムアップ。東陽が勝利した。
東陽は嬉しい初優勝となった。対する城東の、最後まであきらめない姿は中学生らしく清々しいものであった。

決勝リーグ

徳島市立城東中学校
                         （徳島） 45 50 倉敷市立東陽中学校

                     （岡山）

ＣＣ 外　伸彦

　 種 　雅人

 渡邉　亮太郎

記録 中村

Ｕ１ 谷舗　健太

選手名

 柿本　　新太

 齊藤　　煌太

 西原　　拓海

 中村　　優斗

   堤　 永輝

 工藤　　佑真

 鍬田　　俊介

 藤原　　誓音

 山本　　晴大

　 管     晃平

 多喜　　大悟

 米林　　幸汰

 島田　　健琉

 福原　　陽登

 佐竹　　真聡

 立川　健太郎

日　　時

会場名

2019年12月28日（土）

 澤田　　竜馬

 曽根　　啓史

 竹本　　煌明

 吉田　　光希

正本　大翔

 黒嵜　　奏多

 光畠　　空

中嶋　研仁

選手名

 松本　　優斗

 川角　　海斗

 忠津　　陽希

 大道　　陽向


